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課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計
博士（文学） 2 － 2 － 1 1 5 1 6
博士（教育学） 1 － 1 3 1 4 3 1 4
博士（法学） － － － － － － 3 － 3
博士（経済学） 1 － 1 5 4 9 3 1 4
博士（理学） 7 － 7 2 － 2 6 － 6
博士（医学） 17 5 22 13 3 16 12 2 14
博士（医科学） 1 － 1 － － － － － －
博士（社会健康医学） － － － － － － － 1 1
博士（薬学） － － － － 2 2 1 1 2
博士（薬科学） － － － － － － － － －
博士（工学） 7 1 8 4 1 5 39 1 40
博士（農学） 5 2 7 3 2 5 6 3 9
博士（人間・環境学） 1 － 1 2 － 2 3 － 3
博士（エネルギー科学） 1 － 1 1 － 1 9 － 9
博士（地域研究） － － － 2 － 2 1 － 1
博士（情報学） 1 － 1 2 － 2 10 － 10
博士（生命科学） 1 － 1 4 － 4 3 － 3
博士（地球環境学） 1 － 1 － － － － － －














































































































































































































































































































































































































リポジトリ（KURENAI：Kyoto University Research 
Information Repository）」が，スペイン高等科学研究






























ー ク 近 代 美 術 館（The Museum of Modern Art, 
New York）（MoMA）の新館の中央には，世界的に
名高いMoMAの国際的な現代美術のコレクション
を展示している。この美術館は，J.D.ロックフェラ
ー２世夫人らによって1929年に設立され，８点の版
画と１点のドローイングの寄贈から始まった
MoMAのコレクションであったが，現在では，６
つの分野（建築・デザイン，ドローイング，フィルム・
メディア，絵画・彫刻，写真，版画・挿画本）に分
けられている。また，2009年に「フィルム・メディ
ア部門」を「パフォーミングアート＆メディア部門」
へ拡大し，2011年からは世界中からコレクションを
収集している。
研究作品がニューヨーク近代美術館パフォーミングアート＆メディア部門の
コレクションに選定
本作品は，まだデジタルやパソコンが普及してい
ない1985年という時代に，光センサーで映像の輝度
からリアルタイムに音を生成した作品である。映像
の輝度が高いと低い音になり，低いと高い音になる
というルールを与えている。映像は，点滅や反転な
どの特殊効果のみで制作され，それが音のリズムを
生成している実験的な作品である。1985年当時，日
本では特殊効果を多用したビデオアートは，タブー
であった。つまりこの作品は，日本では認められて
いなかったのである。しかし，25年経って，この作
品がなぜコレクションになったのかということを考
えると，「タブーを疑え」ということである。新しい
ものを生み出すには，タブーを打ち破らない限りで
きないということであろう。これは，アートに関し
てだけでなく，学問，新しい発明，スポーツなどす
べてに通じることで，「やってはいけない」と先人が
いうことを上手く破れたから新しいものを生み出す
ことができたり，後世に役立つ知恵，文化，記録を
残しているのではないであろうか。
また，MoMAでは，建築，商品デザイン，ポスター，
写真，映画など，美術館の収蔵芸術とはみなされて
いなかった時代の表現までをも収蔵品に加え，日本
製の電気製品や家具，映画作品などもデザインの歴
史に影響を与えた優れた作品として収蔵されている。
2007年１月には，auのau design projectで生まれた，
日本でのみ利用できる４機種の携帯電話が収蔵品に
選定されたことで話題になった。
 （情報環境機構）
本作品のニューヨーク近代美術館のウェブ：http://www.moma.org/collection/object.php?object_id=120154
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本学は，８月26日（金）～30日（火）までの間，宮城
県気仙沼市西舞根地区に本学ホームページで公募し
た学生21名と教員１名，技術職員２名，職員１名を
派遣し，被災家屋の瓦礫の撤去のほか，甚大な被害
を受けた養殖業の復興支援を目的とした人工林から
の杉・檜の伐採，伐採木の山出し，養殖筏の組み立
て，牡蠣の種付け，筏への取り付け等を行う東北復
興支援に向けた学生ボランティアを実施した。同地
区は，フィールド科学教育研究センターが進める「森
里海連環学」の実践フィールドの場であり，同セン
ター社会連携教授の畠山重篤氏（NPO法人「森は海
の恋人」理事長）が養殖業を営んでいる。
学生のうち２名は，研究ボランティアとして参加
し，同地区での森里海連環の実現を目的に舞根湾お
よび気仙沼湾に注ぐ河川の水質調査と西舞根地域の
生物相（鳥類・哺乳類・爬虫類）調査にあたった。
学生ボランティアの派遣は本学にとって初めての
ことであり，畠山氏とそのご家族，地域・関係者の
方々の指導により，誰一人怪我することなく無事終
了することができた。
また，ボランティアという貴重な体験に加え，畠
山　信氏（畠山重篤氏ご子息）による講演が28日（日）
に行われ，津波からの生還の体験談や，被災した自
身が立ち直る間もなくボランティア活動に転じなけ
ればならなかった状況，今後の同地区における復興
活動計画等の貴重な話を伺った。
本学では，今後も同地区での復興支援活動の継続
を計画している。
 （フィールド科学教育研究センター）
東北復興支援に学生ボランティアを派遣
牡蠣の種付け作業の様子
牡蠣の取り付け作業の様子
畠山重篤氏ご家族，地域の方々との集合写真
気仙沼湾に流れ込む大川源流の矢越山で行われた植樹
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９月17日（土）・18日（日）の２日間にわたり，中学
生に学問の最先端に触れてもらうことを目的として
「ジュニアキャンパス2011」を京都市教育委員会との
共催により開催した。
今年で７回目を迎えるジュニアキャンパスは毎年
好評で，今年度は過去最高の中学生約400名，保護
者等約150名の参加者で賑わった。
初日の午前中は，開講式およびオリエンテーショ
ンを実施の後，「ゴリラの行動から人間の不思議な
特徴を考える｣と題する山極壽一理学部長・研究科
長の中学生向け特別講義を実施。ゴリラの行動や生
態から分かる人間の特徴について講義があった。講
義終了後には，「ゴリラも泣くの？」「騙す動物はい
るの？」など活発な質問があった。
午後からは２日間にわたって，各研究施設や講義
室において実験，工作，自然観察，天体観測などの
体験型のゼミや，テキストをもとに議論するゼミな
ど35講座のゼミを開講した。実際の研究室などで行
われる最先端科学のゼミに思わず歓声があがる場面
もあった。昼休みには，昨年に引き続き「大学院生
等によるポスターセッション」も実施し，普段，大
学でどのような研究を行っているかを中学生に分か
りやすく説明するコーナーを設け，多くの中学生で
賑わった。
また，総合博物館，附属図書館も開放し，珍しい
展示や大学の図書の豊富さを感じてもらった。
 （学務部）
中学生向けゼミ体験講座「ジュニアキャンパス2011」を開催
特別講義の様子
ゼミ「化学－フロンティア軌道理論と電子計算機で化学が分か
る？」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ゼミ「情報の海を探す・調べる－情報の検索と分析の技術」
大学院生等によるポスターセッションの様子
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本年３月に実施した総長杯スポーツ大会アンケー
ト調査の結果に基づき，今年度は硬式テニス大会に
替わり卓球大会（団体戦）が，９月29日（木）に総合体
育館（地下１階卓球場）において開催された。
数多くの部局等から18チーム（129名）のエント
リーがあり，松本　紘総長も選手として参加される
中，各チーム優勝を目指し終始熱戦が繰り広げられ
た。
また，職場の応援団や職員の家族による応援等，
平成23年度総長杯（卓球大会）を開催
防災研究所は，９月29日（木），キャンパスプラザ
京都において第22回京都大学防災研究所公開講座を
開催した。
甚大な被害をもたらした東日本大震災から，メイ
ンテーマを「巨大災害にどう立ち向かうか」とし，地
震，津波発生のメカニズムから防災対策まで，これ
まで現地を訪れ研究を重ねてきた最新の研究成果を
わかりやすく紹介した。
当日は中島正愛所長の挨拶の後，地震・津波基礎
講座として「実用地震学：揺れる前に地震を知らせ
る」（山田真澄助教）および「津波災害とリアルタイム
予測」（安田誠宏助教），午後からは「東日本大震災
－立ち止まって，地震科学の来し方を考える－」
（橋本　学教授），「都市の浸水想定－大雨・洪水に
備える－」（川池健司准教授），「大規模災害と防災計
画：総合防災学の挑戦」（多々納裕一教授）の５つの
講演が行われた。
最後に行われた「総合討論」では，震災を機に関心
が高まる防災・減災への取り組みに，受講者から活
発な質問や意見が寄せられ講演者が回答した。会場
は終始熱気に包まれ，一般市民，技術者，自治体職
員等約200名の参加者は，最後まで熱心に聴講された。
 （防災研究所）
防災研究所公開講座「巨大災害にどう立ち向かうか－想定とその限界－」を開催
優勝した「チーム松本」
講演中の橋本教授中島所長による挨拶
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訃報
このたび，藤
ふじ
田
た
榮
えい
一
いち
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に同名誉教授の略
歴，業績等を紹介します。
藤田榮一先生は，７月24日
逝去された。享年89。
先生は，昭和18年９月京都
帝国大学医学部薬学科を卒
業され，同年９月より京都帝
国大学医学部副手として勤
務された。昭和20年３月に海軍薬剤大尉（正七位）に
任じられ，復員後，同21年10月京都帝国大学大学院
医学部特別研究生，同26年10月徳島大学薬学部助教
授，同29年４月に同教授を経て，同37年12月に京都
大学化学研究所教授に就任された。昭和60年３月に
本学を停年退官し，同年４月に京都大学名誉教授の
称号を受けられた。この間，昭和57年４月から同59
年３月まで京都大学化学研究所長を務められた。昭
和60年４月に大阪薬科大学長に就任され，学長を２
期務められた後，平成３年３月任期満了により退職
された。さらに，昭和62年６月に岡崎国立共同研究
機構分子科学研究所評議員に就任され，６年間に亘
り評議員を務められた後，平成５年５月に任期満了
により退任された。
先生は，永年に亘って天然物化学と有機化学の研
究に邁進され，昭和53年４月には｢ジテルペン，特
にカウレン関連化合物に関する研究｣により日本薬
学会学術賞を受けられた。その後も，不斉合成研究，
生理活性天然物の全合成研究，癌治療用放射線増感
剤の開発等，多くの卓越した研究成果をあげ，300
編以上の論文として発表された。また，先生は，徳
島大学と京都大学での34年間に亘る研究教育指導に
よる人材育成に尽力され，極めて多くの優秀な教授，
助教授を輩出された。
さらに，日本薬学会，日本化学会，有機合成化学
協会および近畿化学会など諸学協会の運営と発展に
多大な貢献をされ，昭和55年には日本薬学会近畿支
部支部長，同59年には有機合成化学協会関西支部支
部長を務められた。これら一連の秀逸な研究業績と
教育への多大な貢献により，平成８年11月に勲二等
旭日重光賞を受けられた。
 （化学研究所）
藤田　榮一　名誉教授
場内は大変な盛り上がりを見せ，そこかしこで一球
一球に歓声が上がった。
午後８時から始まった決勝戦は，総長室・総務部
の「チーム松本（代表者 中村一也）」が教育学研究科・
物質－細胞統合システム拠点の「さいぼうぐ・だん
でぃーず（代表者 山田大輔）」を２対１で破り優勝し
た。
試合終了後の表彰式では，岡島　徹職員課長から
優勝杯，表彰状および賞品が授与された。
 （総務部）
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
準優勝の「さいぼうぐ・だんでぃーず」
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